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本稿 は ロングフェローの実際の この世 とのかかわ りを彼 の人生の歌 一詩 を通 して,探 ろ うと
しているのであ る。そ うして理解で きたこ とは彼 は徹底 して,イ エズスの僕 であった とい うこ
とで ある。 ク リス トスにあ って生 きるこ とが彼 のこの世に於け る最大 の 目的 で あ った こ と は
明白である。そ もそ も彼の詩 の発表 はキ リス ト教の真理 に仕 え る こ とで あ った。C.S.Lewis
はこれが故 に,彼 の詩を喜んだのであ り,筆 者 も同様に ここに この詩人 に無限 の憧れを抱 くの
である。学問 とは,文 化 とは,そ の発生 のおいて,か か る純粋の心 の迸 りと軌を同一に してい
る。そ うで ない文化は人の心 を生ける真 の神か ら引 き離 し,地 獄 の集 ま りを構成す る。その よ
うな群れが ミル トンが 『パラダイス ・ロス ト』で歌 っているパ ンデモニウムなのであ り,神の反
逆徒であ る。かか る世 に抗 して ロングフェローは詩文 において信仰 の闘いを闘 ったのであ る。
1.「 夜 の 讃 歌 」("HymntotheNight")
「この詩は1839年の夏に,自分の居間の窓に坐っているときに書かれた。それはその年の最
ロの
も馨 よい夜であ った。私 はその時間 と光景の印象を再現 しようとした」 とあ る。
静かな夜に ロソグフェローは一体 どんな詩 想を得たのだ ろ うか。心澄む静かな夜 に天 国を思
うその心は何 と慕 わ しく思われ ることだろ うか。 ミレーに まれ,ミ ル トンにまれ,エ ミリー ・
デ ィキ ンス ンにまれ,夕 暮 の趣 き平和な一 日の終 りの安 らぎ と,安 堵の心が織 り成 して,麗 し
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なみ
い天国への憧れが生れて来 よう。しかし,ロ ソグフェローはこの世に幻想を抱いていた詩人で








(夜 の衣 裳 の 絹 ず れ の 音 が 聞 え て き た
大 理 石 の 堂 を さ っ と通 り過 ぎ て!
そ の 黒 い ス カ ー トが 天 の 壁 か ら放 射 す る






(「夜 」 を 感 じ る,そ の 魅 力 に よ り
空 か ら私 を 包 み 込 む の を 。
私 の 愛 しい 者 の よ う な,静 か で






(悲 しみ や 喜 び の 音 が 聞 え る
多 様 で,や さ し い 響 き が 。
そ れ は 古 え の 詩 人 の 押 韻 の よ う に
繰 り返 し 「夜 」 の 部 屋 に 満 ち る 。)
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(真 夜 中 の 空 気 の 涼 し い 貯 水 庫 か ら
私 の 霊 は 休 息 を 飲 む 。
永 久 の 平 和 の 泉 が 流 れ る






(お う,聖 な る 「夜 」 よ!汝 か ら私 は 聞 こ う
人 間 が 以 前 に 耐 え た こ と ど も を!
汝 が 汝 の 指 を 心 配 の 唇 に 置 け ば






(平和 よ!平 和 よ!オ レステスの よ うに,私 はこの祈 りを ささや く!
翼 をひろ く拡げて,飛 んで降 りてこ よ。
歓迎 され,熱 心に祈 り求 め られ,最 も麗 しい,
最 も愛 された 厂夜」 よ!)
この ロングフェローの詩 を読 んで,筆 者 自身の魂が彼 の人格 に同化 されて,一 個の清い魂 と
な り,聖 霊 の恵みを受 けた人 として,生 れた よ うな気がす る。感涙 に溢れ ると言 って も決 して
過言では ない。 この苦 しみ と絶望 の多い人生に,独 りじっと耐 えてい る人がい る,そ の魂の清
い人が。その ことだけで も,筆 者 の心は大いに慰め られ る。 ロングフェローの静かな,内 面に
沈着 した平和 な心を読 む ことが 出来 る。
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このような平和な心は一体 どこか ら生じたのであろ うか。本当に心の澄んだ清らかな,祝 福






のだろう。我らの魂はすべての圧迫から解放 され る。 この世の苦しみ,魂 の圧制者,生 きてい
るときに覚えたすべての隷属状態から解放 される。顕著なことは夜が来るのを祈っていること
である。夜は一種の死である。眠 りもそ うである。 しかし,彼は夜をこのように,解放である
と考えている。従って,死 についても同 じように,そ れは解放 と見ているのでなかろ うか。彼
の心は死をも友 とするほど純真で,真 のクリスチャソであった。
2.「 人 生 の 讃 歌 」("APsalmofLife")
「この詩 は1838年7月26日に作 られた。 ロングフェR一 はこの詩に つ い て,語 ってい る。
私 はこの詩 を しば らくの間原稿のままで持 っていま した。それを,誰 に も見せなか った。 この
詩 は,私 が塞 ぎか ら回復 しつつあ った時の私の内奥 の心 か らの 声 で あ った』。1838年10月の
『ニ ッカーボ ッカー-7ガジ ソ』に発表され る前 に,大 学の ゲーテ講座の教室の前 で詩人 自身が
読 んだ。 その題名 は,今 はこの詩 につい てのみ使用 され てい るが,も と もと詩 人の心 の中で
は,総 称的 であった。 彼は讃歌,死 の讃歌,人 生の も う一つ の讃歌を書いた と時k述 べ てい
る。だか ら,"psalmist"は詩人 自身である。 この詩 が 『ニ ッカーボ ッカーマガジン』 に印刷







それが来 るとき,「ようこそ,友 よ」 と言 う」。
この クラショーか らの引用に よって,ロ ソグフェ ローの思想の根底 を知 るこ とがで きる。 ク
ラシ ョーは死 を友 としてい る。 ロングフェロー も我 々の最後の死を友 としている。彼 の魂は極
めて真面 目で,常 に死 を見詰めていただけでな く,そ れ を友 としていた。 聖 フランシスの思
ロロ
想,死 も苦 しみ もすべ て 「友」であ った。 神にあ るもの,そ れ もすべて友であった。
詩 は次の よ うになってい る。原文 を引用 し,訳 を施 し,解 釈 してい きたい。
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人生 は空 しい夢に過 ぎない と!一
眠 る魂 は死 んでい るのであ って
実相 は外観 と違 う。)
理想を持 ち,現 実 の改革に取 り組 んでいる善人 はこの世に残す仕事 が空 しい ことを知 ってい
た。 しか し,死 を越 えてい るか ら,彼 は人生の全 てを支配す ることがで きたのである。人生の
肯定 は死 を肯定す る ところか ら始 まってい る。 ここに,真 の楽天思想があ る。
この詩 の副題 は,"WhattheheartoftheyoungmansaidtothePsalmist"であ る。
Psalmistは詩人 自身であ ると解説 にある。"Tellme"の"me"は"theyoungman"であ
る。 これ は ロソグフェロー以外の人物の よ うに思}xるが,実 際 は彼 の"inmostheart"神の御
旨を悟 る心で あろ う。ThePsalmistは現実 に生 き,悩 み,苦 しんでい る現実 の ロン グフェロ
ーで ある。つ ま り,悟 性に達 した ロソグフェローが現実 の矛盾 に悩んでい る同 じロン グフェロ
ーに語 り,諭 す形式が取 られてい る。
第一連。"Me"は 悟性の内奥にあ る,詩 人の魂 である。"Tell"の主語 はや は り,"me"
と同 じ作者 である。相手は同 じく現実 の矛盾 に悩 んでい るロングフェロー 自身 の心であ る。何
故,詩 人 は世が空 しい と考え,物 事 を表 向 きのままに捕 えたのだろ うか。好運 に恵 まれ,い わ
ゆる幸福 の唯 中にある と思われた ロングフェロー ともあろ う程の者に も,他 人 に 言 え な い社
会上 の,個 人的利益関係の何 らかの件 に不利益 を感 じられたのであろ う。だか ら,人 生は空 し
い と考>xたのであ ろ う。 しか し,目 に見}xる成功失敗,利 益不利益 が本 質的 な勝敗を決め るの
ロの
ではない。 だか ら,"thingsarenotwhattheyseem"と慰 めてい るのだ ろ う。眠 る魂は死
んでい るとは,永 遠 の国を思わず,理 想のこ とを考 えず,自 分 の歩むべ き正 しい方 向を考 えな
いで,又,信 仰を持たず,神 の御子を知 らない魂 のこ とを言 うのであ る。 この ような魂は,肉
体 が生 きていて も,神 の 目か ら見 ると,死 んでい るのである。 だか ら,聖 書に 「生 き返 らせ
た」 とあるのは,肉 的蘇生 と同時に,霊 的蘇生即 ち,生 きてお られ る主 の魂 に触れ ることを意
ロの




して も,そ れ は聖書のた とえにある よ うに,愚 か なことであ る。一時的 な,表 面的な成功に よ
って,真 の価値を無 と考>xてはな らない。 とい うのは,人 生は,そ の ような,浮 草の よ うな,
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表面的なものでなくて,永遠性を,永世を願 うその一途な道にあるか らである。故に,自分の







(人生は真実 な り!人 生は真面 目な り!
そ して,墓 はその 目標 ではない。
汝塵 なれぽ,塵 に帰るべ し,と は
魂 に語 られた ものではない。)
主 の贖罪を信 じる者は罪を許 され て,永 遠 に生 きる。だか ら,罪 を許 された魂 は清 らかに し
て,神 の御国を受け継 ぐことになる。 この よ うに,真 面 目に生 きてい る者はその魂 に救 いを受
け る。心は永生を持つ。人間の魂 は普遍性 を持 ち,天 なる国に馳せ参 じることにな る で あ ろ
う。人生を真面 目に生 きて も,真 実 に生 きて も人 は結局,死 ぬ と何一つ持たず,自 分 の体 の灰
のまま留 まる。それ こそ,本 来の我 らの姿 なのである。我 らの身体 は我 らの意思 とは別個 に生
きる,別 の生命であ る。む しろ,人 間 としの意識 はそ のよ うな命を得体の知れない不気味 な も
の として感 じる。 我 らが死に,体 が 自然の一部 とな るとき,初 めて,私 の この体 は自然 の一
ゆ
部であるということが新しく感 じられ る。 まこ とに,人 の体はこの世の諸元素になる。しか
し,生物にして下さったとい う意識が強 くなる。人は謙遜に土から造られたこと,又,生 きて
いる意味を悟れぽ,誠 に幸いであろ う。 しかし,前連で歌われたような生きかたを してきた人
間は,墓が入生の目標でな くて,ひ とつの前進である,と悟る。生命はいつまでも生命 として





(我 ら に 定 め られ た 目的 は 又 は 道 は
喜 び で も,悲 し み で も な い,
皿




神が喜ばれるのは,私 どもの小さい成功ではない。むしろ,悲 しみながらも,苦 しみながら
も,神 の御 旨に従って生きることである。 そこでは,高 度の祝福が支配するであろ う。 だか
ら,常に,活動 し,喜びにつけ,悲 しみにつけ,絶 えず,進 歩すること。そして,よ り神に近
付 くことが我 らの生きかたである。 これを世俗的に解釈すると,原 典の意味を誤ることにな
る。我 らが何事につけ,信仰の道を,神 に迫 り近付 く道におればそれでよいのである。喜びや
悲 しみを超越す る倫理的厳 しさが問われている。
精神的に向上することを,悟性のロングフェローは願っている。失敗成功はそれ自体問題で
はない。 ロングフェローはそれ らを通 して,精 神的に,人 格的に変質して,向上すること,こ
れは彼自らの自由意志において,なすことができる。我kの 人生の総決算において,問われて
いるのは,こ の精神的向上,そ の達成 品性の向上であって,仕 事そのものの大小は問われな
い。失敗す らも問題でない。 ここに,ロ ングフェローの透徹した現世主義否定,来 世主義肯定








(芸術は永 く,光 陰矢の ごとし,
我 らの心臓 は,頑 丈 で勇敢であ るが,
それで も,包 まれた太鼓 の ように,
墓 に向かって,葬 送 曲を奏でてい る。)
人 間の命 の短 さ,そ れ に較べ て,人 類が到達 した学芸 の命 の長 さを思わ ざるを得ない。天国
に通用 する,学 術 を,現 世 において成 したその人 の魂 は知恵 とな り,不 滅の,祝 福 された霊 と
な り,天 上に復活体 と共 に,そ の楽 しさをいつ まで も味わ う。真理を真理の故に愛 し,そ れを
求 めた人の魂 も祝福 され る。学芸を,自 己の利益 のた めに行 う者は,そ の業績がいかに優れて
　
いて も,他 生にては,面 の表情 のない人間 とな り,盲 とな る。
我 らの心臓は,誠 に,そ れが 中止す るまで,鳴 りつづけている。その意味では この鼓動は葬
送 を奏で るのだ。 そのこ とを思 って,な お一層我 らは知恵,真 理 に到達せん ことを願 う。 ロン
グフェローはやは り,死 を よくみつめ,そ こか ら,出 発 し,死 を超越 した人であ った。思想の
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黙 り,追 われ る牛 の ようにな るな
闘争において,英 雄 となれ!)
人生 の意味を知った私達,キ リス トの罪に よって,罪 を許 され,天 国に行 くことが で きる よ






(未 来 を あ て に す る な,い か に 楽 し く て も!
死 ん だ 過 去 に そ の 死 体 を 埋 葬 さ せ よ!
活 動 せ よ一 こ の 生 け る 現 在 に!
愛 を 心 に,神 を 頭 上 に!)
ゆむ
人間存在,社 会その他すべて安定 とい うことはない。ルカ伝のイエススの御言葉にあるよう
に,倉 に穀物を一杯貯えた者が,そ の夜死んだ。魂に宝を貯えない者はm大 切なものを無視
おオ
してい ると言 うのであ る。 その深刻 さを知 っているので,"Trustnofuture"とい うのであ
る。 他方,過 去は過 ぎ去 って,無 くなっている。木の葉を見 ると,よ く分か る。落葉 した木の
葉 は,過 去 にた とえることがで きる。 その葉が過去に生 きてい る間は確 かに,し っか り働いて
いた。 しか し,落 葉すれば,も はや,光 合作用 はしない。肥料な どにな る以外用は ない。その
木 の成長 に とって,何 の意味 もない。 だ か ら,そ の木の葉 に しがみつ くな!と い うのであ
る。む しろ,今 生 きている木 の葉 生 きた信仰 に 目を転 じよ。 この生 きた葉今 力 とな っ
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(偉大な人kの 生涯 はすべ て,我 らに気づかせ る,
我 らの人生を高尚にす ることがで きる,と 。
そ して,こ の世を去れば,
時の砂浜 に足跡を残す,と 。)
過去 の(も ちろん,現 代の)偉 大 な人kは,す べて,ロ ングフェローが上に述べ℃ きた よ う
な人 間である。特 に,"Heartwithin,andGodo'erhead"が彼 らの精神構 造 で あ る。 この
よ うに生 きてきた人kは,又 我kの 心 の緒琴に触れ,振 動 させ,そ れ に よって,我 々の体 も活
動 を始 め る。彼 らの師は神の御 子,復 活 のイエスス,メ シアである。 この ような信条で,こ の
よ うに,生 涯 を送 って きた人kは,後 世 の同 じような精神的パ ター ソの人kに 足跡を残す こと
にな る。 ロソグフェローのみな らず,ミ ル トンも,ワ ーズ ワース も,ホ イ ッ トマンもすべて,
神 と共 に歩んでいる人kは 必然的に この ようにな る。真理にあ って暗黒 の力にめげず,ま っす
ぐに歩んでいる人kの 姿は確 かに天使 のそれであ り,天 に覚え られている姿であ る。換言すれ
　







孤独で,難 破 に出会 った兄弟は,
その足 跡を見て,再 び勇気を取 り戻 さん。)
神を頭に,勇 気を心 に,真 理に 向か って,真 面 目に生 きてい る人kは,こ の世 の勢 力に必ず
難破 して しま う。(究極の勝利 は疑いな く,彼 の上にあ るけれ ども),一時的 に暴 力 とか,人k
の姦計にその人の生活 は破 られ るであろ う。 そ うでな くて も,厳 しい この世 の営み は正義 の名
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において,動 いてい るのである。その中,真 理を正面切 って進 んでいる人kに どんな姦 計が設
け られ るかも知れない。高度 なサ タソの狂い猛 ける霊 的精 神的破壊 力が襲いかか る。 その よ う
な時,ロ ングフェローに よる と,彼 は一時難破す る。(し か し,よ り真実には彼 は徹底 的に守
られてお り,患 難 と同時に よ り深い救いの原理が与え られている。 しか も,最 後 の運命 の勝利
はメ シアにあって生 きてる彼 にあ る。 それ は死後天上に て,判 明す るであろ う。)「難破」 と
い う言葉 はこ の よ うな意味 を 持 つ。 過去 の偉人 もか よ うな意味で難破 して きたのであ る。 逆
に,「 難破」の別の意味 はその人が まことの偉人であ ること(天 上 での聖徒の意味)の 反 証で
あ る。 この反証 こそ,彼 の偉大性 を示す。聖パ ウロは言 う,"Wearetroubledoneveryside,
yetnotdistressed;weareperplexed,butnotindespair"(IICor.4:8)。最終的 にはイエ
ズス,メ シアの十字架 が完全 に,そ れを証明す る。 かか る者は既に生 まれ る前か ら,永 遠の神
に よって,特 に愛 され,救 いに定 め られてい るのであ る。
ロソグフェローの思 想に背景には,や は り,聖 パ ウロの存在 を見逃す ことはで きない。す な
わち,彼 は次の よ うに,述 べ ている,"Alwaysbearingaboutinthebodythedyingofthe
LordJesus,thatthelifealsoofJesusmightbemademanifestinourbody"(IICor.4:10).
パ ウロのには,神 の御 子の特 別の啓示があ った。そ れ を 彼 は 「宝」("thetreasure")と呼ん
でい る:"wehavethistreasureinearthenvessels,thattheexce11encyofthepowermay
beofGod,andnotofus"(IICor.4:7).彼を生かす力は人か ら出たのではな く,神 か ら
出たのである。その力が現 われ るために,身 に患難が及んで も,彼 は決 して絶望 しない。それ
は,パ ウロの体は イエススの死 を帯 びていて,彼 に よって主の力が示 され るためであ る。その
よ うに,ロ ングフェローには神へ の信仰があ った。 これに よって,神 の力が現われん とす るの





(だ か ら,起 き て,事 を な せ
ど ん な 運 命 に も,勇 気 を も っ て
常 に 為 し 遂 げ,常 に 追 求 し な が ら,
労 を し て,待 つ こ と を 学 べ 。)
そ の力を神に よって与 え られてい るのだか ら,い かな る運命に も負け ることがない。 ただ,
神 の力が満 ちるところ,前 進あ るのみ。怠惰に伏 して,事 を怠けることは出来ない。歴史 の流
れの中にあ って,時 流 に流 され るのではな く,神 の道 にあって,生 きてい くのであ る。常 に,
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仕事 をな しつつ,常 に,追 求 して労を惜 しまず,そ して,果 実が現れ るのを待 て,と 自らに諭
してい るのであ る。
ロングフェローは この時,天 か らの聖霊を賜物 として授か っていたのであ る。静か に,こ の
喜 びの御魂 は彼 を励 ま し,彼 を心の底か らこの世か ら解放 させ,喜 びで満た した のであ る。
3.「 刈 り手 と花 」("TheReaperandtheFlowers")
〔作詩経緯 〕1838年12月6日の 日記 の中で,ロ ングフェロー氏 は書 いてい る。 「美 しい 聖 ら
かな朝が私の内側に。 なぜか私 は静か に,興 奮 した。 そ して,私 の心 の中で平和の うちに書 い
た。 目には,涙 が。それは,TheReaperandtheFlowers,PsalmofDeathであ った。
私は長い間,こ の種 の考えを計画 していたが,そ れを言葉 で表現す るこ とがなか った。今朝,
　
それ は突然,結 晶す るよ うに,思 えた。私 自身の努力 も何 もしないで。」この讃 歌は1839年1月
のK耽 舵乃o罐θ鴬 に印刷 された。そ の副題は 厂死の讃歌」(APsalm(ゾD砌痂)で あ った。
それ には,HenryVaughanの親 しまれてい る一連 が付 され ていた。それは,
親愛 な美 しい,死 よ,正 義 の真珠 よ!
で始 まっている。
Vaughanは死を 「義者」 の宝石 としてい る。 これは死を讃美 しているのであ る。 しか し,







しか し,朽 ちるものが朽 ちない ものを着,死 ぬ ものが不 死を着 る とき,「 死は勝利にの
まれた。」 としるされ ている ようにみ ことばが実現 します。 「死 よ,お まえの勝 利は どこ
にあるのか。死 よ,お まえの とげは どこにあ るのか。」(コ リソ ト1,15:54-55)
とある ように,詩 人は決 して,死 その ものを讃美 していない。 しか し,彼 にとって,死 は願わ
しい ものであったであろ う。死す らも神 は人間に賜物 として下 さった のであるか ら。 もし,死
とい うものが なければ,い つ まで も,永 遠 の国,霊 的世 界,天 的世界 に行 くことは出来 ないの
であ るか ら。死はその意味 で この現世か ら,愛 す る霊 的世界,天 的世界 に趣 くことを可能にす
る。誰がいつ まで もこの不完全 な,醜 悪 な,権 力と自我意識過剰 の世界 にお りたいだろ うか。
少な くとも,筆 者は理想 の国,イ エ ススのお られる国,あ の麗 しい,喜 びの国へ生 きたい と切
に願 う。
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(その名が死であ る刈 り手がい る。
その鋭 い鎌iで,
彼は一息 に髭 のついた穀物を刈る,
その間 に咲 く花 も一緒に。)
ここで,ロ ングフェローが歌 ってい る中心は,老 人に混 じって,幼 児が死ぬ とい うことであ
る。 これが,彼 の非常に大 きな心 の痛手 となってい る。 この詩 は,こ の矛盾を解決せん とす る







(美 し い も の は 何 も持 て な い の だ ろ うか,と 彼 は 言 う,
厂髭 の あ る穀 類 し か 持 て な い の だ ろ うか?
こ れ ら の 花 の 息 は 私 に と っ て 甘 美 で あ る が,
私 は そ れ を 再 び 戻 そ う」)。
「彼 」 とは 厂死 」 つ ま り 「収 穫 す る も の 」 で あ る 。 死 は ,そ の 刈 り取 っ た 花 の 匂 い が 馨 し い
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(涙 し て,彼 は 花 を 見 詰 め る 。
そ の 萎 ん で い く葉 に 触 れ る。
そ れ は 天 国 の 主 の た め で あ っ た 。
彼 は 花 を 束 ね た 。)







厂刈 り手 はそ う述べて,微 笑んだ。
主がかつて子供時代を過 ごされた,
この大地 の大切な しるしです。)
この詩の意味は次の通 りであ る。天にい る主が この花を必要 としてい る。そのために,花 は
死ななけれぽな らない。 そ うでなければ,主 のい る天 まで行 くことはで きないか らである。花
を束ねたのは,儀 式 としての行為であろ う。花 は枯れ る と同時に天に行 く(文 学的表現 を用 い
る)。 何故,花 が必要であるか と言 えぽ,イ エススがかつて子供時代を過 ごした地上 の親愛 な


















(そして,母 親は,涙 と苦痛 とで
彼女が最 も愛 した花 を捧げ る。
彼女 はそれ らを再 び
天上の光の野原で見出す ことを知 っていた。)
愛す る子供達を天に送 り,心 を痛め る母親は,天 の光満 ちる野原で彼 らに再び会 える ことを
知 って,深 い慰め と心 の平和を得ていた。何 とい う強 い心 であろ うか。何 とい う厳粛 な思 いで
あろ うか。生半可の知識 でこのこ とが分か るのではない。涙 の体験を通 して知 るのであ る。 ま





(ああ,あ の 目,「 刈 り手」 がやって きたのは
残虐 さで もな く,怒 りのなかで もなか った
天使が緑の大地 を訪 ずれ て
花を取 り去 ったのであ る。)
幼児は死ぬ と・すべて天 に行 くのであ る。彼 らは天の使い と話 を している とイエ ススは言わ
れた。 これを スエ ーデ ンボル グは詳 しく解釈 してい る。子供の魂 は汚れ てお らず,天 国に行 く
こ とが できる。 これ ら天使 の源は地上 の幼児 であ る。 イエススは幼 児の魂 を愛 された。花を愛
された ように。死んだ幼児の魂 を主 は受け入れ て下 さ り,天 上で美 しく天使 とされ る。 この最
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後に来て,刈 り手の意味が全 く変化している。彼は幼児を天使 とするその天の使いであったの
だ。
4.「 星 の 光 」("TheLightofStars")
「この詩は美しい夏の夜に書かれた。月は,銀 の小さい筋であった。オーバソの山の小森の
　
後 に沈 もうとしていた。そ して,南 東 に金星が輝いていた。 空は奇妙な光があ った」。 この詩
は 『ニッカーボ ッカー』 に,最 後 として発表 され,人 目を引 く。ASecondPsalmof.Life





(私の曇 りの胸 の中で,燃 えて輝 く
晴れの森の上ゐ星の よ うに
又 は,太 陽の沈 んだ後 に,こ の丘が
現わすかすかな光線 の よ うに。)
暗い夜に輝 く星に興味 を持 っている。何故であろ うか。詩 人は何故,夜 の雰 囲気 に詩作 して
い るのだ ろ うか。朝 日の輝 きと共 に祈 り,希 望 を持つ。 とい うのが,ThomasKennの 讃 美
歌 であ った。 これな らば,分 かる。 しか し,夜 の星の光に殊更,希 望 を託す る と言 う詩人は,
恐 ら く,彼 の住んでいた町のタ ベの景色が非常に感動的に美 しか ったのであろ うか。 イエスス
の生誕 の際に,星 を頼 りに した東方 の博士た ちの心境に似ている と思われ る。 ヴォー ンの詩に










(夜が や っ て き た,し か し,ほ ど 良 い 頃 に
そ し て,静 か に 沈 み 行 く,
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「夜 の最初 の更」 とは,月 が沈 んでまもない頃 のこ と。 この頃にな ると火星は一際,赤 く輝






(あれ は,愛 の優 しい星なのか
愛 と夢の星なのか。
いや,違 う,あ の上 の青い テン トか ら
英雄の武器が輝いている。)
金星 は愛 の星ではない。戦の星 である。武器 の輝 きが金星であ る。"thatbluetentabove"は
夜 の空がその ように見えたのであろ う。輝い てい る星は戦 っているか ら,赤 いのであ った。悪
と戦い,サ タソと戦 う,神 と共 に生 きるク リスチ ャソの姿 が投影 され る。熱はそ こか ら発散 さ
れ る。暗黒の世界に光 と熱 を発散す るのは,戦 ってい るク リスチ ャンなのであ る。ぬ るま湯 に
浸 る堕落 した人間ではない。甘 い夢を見 るロマンティス トではない。現実 の最中において,そ
れ でも,神 の国を打 ち建 て ようとす るク リス チャソなのであ る。彼 らこそ,夢 と希望の源であ
る。
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(真面 目な思 いが我 に生 じる
遠 くの方か ら見 る時
タベの空にかか る
あの赤い星の優勝楯を見る時。)
夜の星,そ の中に赤い星,火 星を英雄 と考 えてい る。その赤 い星 に対 して,な ぜ,「 真面 目な
思い」が生 じて くるのであろ うか。 それ は"theshield"「優勝楯」に ある。 「優勝楯」 は勿
論,勝 利 した者にのみ与え られる。 この勝利への予感が詩 人の心 を刺戟す る。暗黒の勢力の中
で,そ の勢 力に染 ま らず,否,神 の栄光を静かに現わす ことが勝利 であろ う。夜空に,た だ一
つ赤 く燃 えてい る星は詩人に確iかに真理へ の情熱を燃 えたたせたに違 いない。それでは,そ の






(オゥ,力 の星 よ,汝 は立 ちて
我が苦痛Y'-..微笑みかけてい る。
汝はその鎖 かたび らを着た手で我を指 し招 く
す る と,我 は再び強 くな る。)
詩人 は火星を 「力の星」("thestarofstrength")と呼んでいる。そ の力の星が彼の苦痛 を見
て,微 笑む。そ の星は詩人の苦痛 を知 ってい る。 「幸いなるかな!で 始 まる山上の垂訓 にあ
る よ うに,苦 しんでい る者に対 して,イ エ スス ・ク リス トスの満 ち盗れ る同情の心が推 し測 ら
れ る。そ の手招 きを受けた時,彼 は強 くな った。 この星は ク リス トス ・イエススの象徴であ る
と考 えて よい。その 力を見 る時,自 分 の心に も力が湧 き起 って くるのを感 じた のであ る。力の
源泉 なる ク リス トス ・イエススに よって力を受けたのであ る。 ク リス トスは真 に勝利 者であ っ
た。 彼を信 じる者 も勝利者であ る。
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自分 の心 には光はない。"Withinmybreastthereisnolight."肉眼の視力を失 った ミル
トンに も同主 旨のソネ ッ トがある。 ミル トソには肉眼に代 る,霊 の 目があった。天上の光を知
覚す る霊 があった。(も ちろん,霊 的光 と自然 の光は異な る(ス エーデ ンボル グ)。 しか し,
ロングフェローに欠けてい るのは,こ の 「霊 の光」であ るが故 に,そ の苦 しみ と寂 しさに限 り
ない。肉体 を持 っていなが ら,生 命 がない,と い うのは,実 に苦 しい ことに違 いない。
今あ るのは,寒 寒 とした理 性の光 であった。又,肉 眼 の 目で しかなか った。悲 しい気持 で主
を仰いでい る。 その悲 しい心で火星を見つめていると,そ れが まるで,イ エススの ように,力
の温れた救い主の よ うに思われて きた。
この6連 は,2連 に直接繋が る思想であ る。 ここで,詩 人の心は も う一度,冷 静 にな り,第
3-5連 の経過 を繰 り返す。それが,第7-9連 である。 同 じような,思 想の流れ の繰 り返 し







私 の胸 の中に生 じて くる
穏 やかで,心 堅 く,静 ま り
冷静 で,落 ち着いてい る。)
森羅 万象は何 を語 るか。特に今,心 は寒寒 として,荒 涼に して,光 のない,苦 しい状態 にあっ
て,詩 人は この赤 く灯 ってい る火星 に何の慰め と希望 を見 出してい るのか。外界の,こ の星 を
見つめてい ると,知 らず知 らずの うちに,驚 くかな!無 敵の 力が生 じて きた。 それ は詩人 の







(そして,汝 も又,汝 が誰 であろ うと,
この短 い讃歌を読む ものは
汝 の希望が一つ一つ消えて行 く時に
心 固 くして,穏 かなれ。)
この詩が書かれた詩人の環 境が何であろ うと,こ の詩には まことに,魂 の泉か ら込み上 げて く
る喜び,真 理の力があ る。 特に,読 者 の胸を打つ のは 「人生の希望が,そ れ も妻,子 供,社 会
の活動 な ど,ま ことに,身 近 で深刻 なものが一つ一つ去 ってい く所 である。少 し前は,希 望 と
喜びに満 ちた人生,幸 福 で何一つ欠けた ものがなか った。家庭,家 族,社 会,財 産,名 声,す
べて,満 月の よ うに脹 らんでいた。 しか し,何 かの変化 で,そ れが まるで手足をひ きちぎ られ
てい くよ うに,消 えてい く。 この時 の詩 人の気持 は恐 らく,自 分 でも空 しい存在で,裸 で生れ
た のだか ら,裸 で帰ってい く。 この世に望 みを繋 ぐのではな く,天 国に希望を置 くことを痛切
に悟 った ことであろ う。 しか し,そ の よ うな時に も,勇 気 を もって,心 固 く,穏 やかなれ,と






(オゥ,こ の よ うな世の中で も,恐 れ るな
汝 はま もな く知 るだ ろ う
苦 しんで,そ れでいて強 くな ることは
如何 に,崇 高な ことであ るか。)
個人的 な水準の希望ではな く,世 の中の堕落,悪 などを思 うにつけ,又,自 己の社会 の仕事が
いかに無 力であ るかを思い知 る ときが ある。 この よ うな時,恐 れるな。彼は既に世に勝 ってい
るのだ。 ク リス トス ・イエススが我われの先輩 として,こ の世 に勝 ち給 うた。いかに,今,惨
めな,傲 慢な世 が動 いていても,恐 れてはな らない。真 の希望 の光は ク リス トス ・イエススに
あ り,彼 は久遠 の光,勝 利の魂,愛 の光,罪 の許 しであ る。時流に乗 り,権 勢を得 る,小 生意
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気 に,小 賢 し く,振 る舞 っている者 こそ,敗 北者であ る。彼の魂は真理 に対 して死んでい る。
彼は も う既に,滅 ぶべ きサ タソの勢 力にあ り,ま もな く滅んでい く。だか ら,彼 らの声が喧 し
く響 いてきて,我 らを圧 しようとも,そ れで も恐れてはな らない。 クリス トスこそ,真 の希望
の星,救 いの源泉である。 ここに,感 じられ るのは一種 の諦観enunciation,Entsagungであ
る。神の国にあるものが,こ の世の勢 力に対 して持つ一種 の諦めの心境である。 ワーズ ワース
も(ゲ ーテ も)こ の ような心境に到達 した と言 わ れ ている(Wordsworth,TheWhiteDoθ
(ゾRylstone(1815)に出てい る)。
あ と が き
以上の四つの詩篇のどの部分を選んでも,彼の信仰が濫れていないものはない。彼の詩は信
仰の表出であった。 即ち,我 々は 「夜の讃歌」 において,夜 の静けさの中での天国への想念
が,厂 人生の讃歌」において倦まず,怠 ることなく,霊に燃え,主に仕える決意が,「 刈 り手
と花」において幼児の死は主イエススの地上の生活の善き思い出としての意味が,そ して 「星
の光」に人間の真の価値はこの世にあるのではな くて,天 国にあるという認識が歌われている
のを見た。詩人 ロングフェローは旧約時代の詩人のように,社 会,自然,人 事など,すべてに
おいて人生の意味を絶えず説き続けている。彼は難しい理屈や教義を語らず,ま して,それ ら
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⑳Swedenborg,DoctrineoftheSacredScripture,P。71を参照 。
鋤 エ レ ミア第4章23-24を参 照。
⑫ ル カ伝12:19-2Lを参 照 。
㈲ ヨハ ネ の黙 示 録2:17を 参 照。
㈲ ㈲ 出 典 につ い て は次 回に 付 す。
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